
フランスのほぼ中央に位置するリムーザン地
方の主都リモージュ（人口約１４万人，面積
７７．５km２）は良質なカオリンが産出することか
ら高級食器（“リモージュ焼”）で名が知られて
いるセラミックスの都である。フランス磁器
（porcelaine）というと，アビランド（Hav-
iland），レイノー（Raynaud），ベルナルド（Ber-
nardaud）…など日本でも有名なメーカーがあ
り，その地盤となるのがこのリモージュであ
る。フランス南西部への玄関口となるパリ・オ
ステルリッツ駅から，高速列車 InterCités に乗
り込み３時間。フランスの広大な麦畑の中，オ
ルレアン～シャトールーを経て，牛の放牧風景
が見え出すと，いよいよリモージュである。フ
ランス中南部は丘陵地帯となっているが，差ほ
ど高い山はなく，数少ないトンネルを抜ける
と，フランスでも美しい駅として知られている
リモージュ・ベネディクタン駅に着く（写真
１）。この駅舎は時計塔を有した旧修道院を改築
したものであり，夏のお祭りの時期にはこの時

計塔に登ることもできる。そこから市バス１０
番線で１０分程度坂道を行き，ESTER Limoges
Technopole で下車すると，ヨーロッパ・セラ
ミックスセンター（Centre Européen de la
Céramique ; CEC）に到着である。ここは，大
学，研究所，産学官連携センターが集まった施
設であり，ドーム状の中央センターの横に，フ
ランス国立科学研究センターCNRS所属の研
究所 SPCTSがある。ここでは先端セラミック
スの研究が行われている。訪れてまず目を奪わ
れるのは，その入り口に併設されている逆ピラ
ミッドの先端が地中に埋もれたような建物！こ
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れは国立セラミックス工科大学（Ecole Nation-
ale Supérieure de Céramique Industrielle ;
ENSCI）の講義棟である（写真２）。国立研究
所と国立大学が同じ場所にあるのがヨーロッパ
流であり，先の講義棟は地下で繋がっている。
ENSCI には約２００名の学生がセラミックス科
学を専門的に学修しており，国立研究所と繋が
っているとは言え，国立研究所にはさすがセキ
ュリティカードがないと入れず，学生は研究所
に自由に行き来できるわけではないが，建屋近
くにある食堂には SPCTS研究所の研究者や
ENSCI の学生も皆一緒に食事をとる。
SPCTS研究所の研究スタッフはCNRSの研

究者・技術職員などである。彼らは一部専任職
員を除くと概ねその地域の教育機関に属するこ
とになっており，ENSCI の教員を兼ねる，も
しくは，リモージュ市内にキャンパスを持つリ
モージュ大学の教員・研究員である。研究所に

は，リモージュ大学大学院博士後期課程（ドク
ターコース）の学生もおり，リモージュ大学の
教授，准教授の指導の下，博士号取得のために
日々研究を行っている。日本の大学と大きく異
なるのは，学部４年生や博士前期課程（マス
ターコース）の学生は日常的に研究を行うこと
はなく，１週間から数週間の間，インターン
シップとして研究所を訪問し，研究を経験する
程度であり，研究所ではドクターコースの学生
やポスドクを多く見かける。研究設備は恵まれ
ており，各装置には専任のスタッフ（CNRSの
技術職員）がつき（教員が兼務することもあ
る），彼らと議論しながら実験を行うことにな
る。
ここで，フランス特有の教育システムについ

て述べておきたい。フランスには２種の高等教
育機関があり，日本の国立大学協会（国大協）
に相当する組織がフランス大学長会議（CPU）
とフランス技師学校長会議（CDEFI）である。
フランスの大学はほぼすべて国立であり，これ
ら高等教育機関に入学するには高校卒業後，１
年間の予備校に通いバカロレア試験（高校卒業
資格ないし大学入学資格試験）に合格する必要
がある。CDEFI に属する専門大学院大学「グ
ランゼコール」にはさらに各校の設定する入学
試験に合格する必要があるので，かなりの難関
である。このグランゼコールは，日本の学部教
育（専門教育）と大学院が１つになったような
システムであり，一般的には５年で卒業とな
り，修士号の学位を取得して就職する。しかし
ながら，これは日本でいう専門学校とは異な
る。彼らは選抜されたエリート集団であり，専
門ごとにグランゼコールがあり，有名なところ
では，理系グランゼコールの代表でエコール・
ポリテクニク，パリ鉱業学校（エコール・デ・
ミーヌ），エコール・ノルマル・シュペリウー
ル等がある。日産自動車のカルロス・ゴーン氏
は日本でもっとも有名なフランス人の一人であ
ろうが，彼はポリテクニクとエコール・デ・
ミーヌを卒業している。セラミックス科学を専

写真２ （上）SPCTS研究所の玄関，（下）SPCTS研
究所からリモージュ市内を見下ろした風景
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門とするエコール・ナショナル・シュペリウー
ル・セラミーク・インダストリ（ENSCI）は
グランゼコールに属する。在学中，学生はセラ
ミックスの専門教育を受けると共に，国内外の
企業・研究所へのインターンシップが課されて
おり，４年生，５年生のときにそれぞれ異なる
機関で最低３ヶ月（最長６ヶ月）のインターン
シップを受けなければならない。それだけ，彼
ら（彼女ら）は将来を期待される存在であり，
ENSCI は産業界にセラミックス専門家を送り
出す使命を担っている。それに応えるに十分な
教育が行われており，就職率は大変よいと聞い
ている。それ故に入学に必要なバカロレア試験
合格そしてグランゼコール入学試験合格は簡単
ではなく，何年も予備校生活を過ごすものも多
いと聞く。
もう１つの高等教育機関は，我々の良く知

る，学部４年（Faculty），修士２年・博士３年
（Department）の「大学／大学院」システムで
ある。ここまで読まれて不思議に思う読者もお
られよう。大学（university）はもっとも古く
はイタリア・ボローニャ大学（１０８８年），次い
でフランスのパリ大学（１１５０年），イギリスの
オックスフォード大学（１１６７年），ケンブリッ
ジ（１２０９年），チェコのプラハ大学（１３４８年）
と創設され（カッコ内は創設年），当時のヨー
ロッパで人と物が集まる都市の形成に付随した
現象であったが，それ以後，各地に大学が設立
され，言うまでもなく，現在，最高高等教育機
関と位置付けられている。しかしながら，歴史
的に初めに教えられていたのは，神学，法学，
医学，学芸の４学部であり，１９世紀になって
から学芸が文学と理学に分離して５学部体制と
なった。注目していただきたいのはここに工学
が入っていない点である。工学が加えられたの
はもっと後のことであり，産業革命の後の１
つの流れの中で大学の教育課程に組み込まれた
（ご存知の通り，産業革命は英国を基点として
欧米諸国に広められていった）。フランスでも
同様であったが，しかし，フランスでの工学の

位置づけとしては，それよりも前の１８世紀末
を見る必要がある。フランス革命後の共和国政
府は革命で混乱した交通網を整備するために初
めの“グランゼコール”である公立工事中央学
校（ポリテクニクの前身にあたる）を１７９４年
に設立した。しかしながら，当時の共和国政府
が極めて不安定で，対外的にも弱かったために
次なる改革を必要としていた（特にプロイセン
と比較して軍事力・工業力ともに劣っていたと
されている）。そこで登場するのがナポレオン・
ボナパルト（１７６９～１８２１年）である。ナポレ
オン自身もグランゼコール出身であり，フラン
ス版「富国強兵」として，グランゼコールの再
興に力を注いだという歴史がある。それ故に今
でもこの専門大学院教育制度は国民の信頼の高
いものとなっているのであろう。一方，博士号
というのは先の「大学／大学院」制度の最高学
位であり，大学で授与されるものである。すな
わち，セラミックスの分野でいうと，ENSCI
で修士号を取得して，さらに博士号を取ろうと
してもENSCI では取得できないので，同じリ
モージュ市内にあるリモージュ大学の博士後期
課程に入学することになる。この状態に（他の
分野でも同様のことがあったようである）フラ
ンス行政府も懸念を抱き，十数年前から議論が
進められてきたそうであり，この２つの高等教
育制度の友好的融合を目指す動きが加速してい
る。平成２５年５月に国大協主催で開催された
「日仏間の高等教育協力に関するワークショッ
プ」では，～国大協，在日フランス大使館，
CPU，CDEFI とが共同で，日仏間の学生交流の
拡大の取り組みを促進させ，日仏相互での学生
育成や共同学位授与の制度整備も今後さらに進
める～とのことである。が，CPU/CDEFI が併
記されているところを見ると，企業の合併のよ
うにはいかない現状があることが窺い知れる。
話を元に戻そう。このように学部・修士を優

秀な成績で修了し博士号まで取得すれば，大学
での研究でも産学連携が進んでいることもあ
り，博士号を取った学生は企業への就職に対し
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ても（簡単とは言わないが）かなり優遇される
という。むしろ，企業では大学との研究が推奨
されているため，多くの優秀な学生は博士号を
取ろうとするということである。博士号を取っ
た後は，ヨーロッパ各地でポスドクを経験し，
そこで研究職を得る，または，フランス国内で
CNRSの研究職を得るなどの道もある。SPCTS
研究所の筆者の友人は仏レンヌ大学にて博士号
の学位を修め，ドイツ，アイルランドでのポス
ドクの経験を経て，現在，リモージュ大学の准
教授の職にある。彼はCNRSの研究員でもあ
り，学生指導の傍ら，自らの研究（マルチフェ
ロイック材料）や，我々との共同研究（蛍光体
や非線形光学ガラス）を行っている。
ここで，SPCTS研究所の研究について見て

みよう。SPCTS（Science des Procédés Cérami-
ques et de Traitements de Surface）は表面処
理及びセラミックスプロセス科学（研究所）の
略であり，そこの第３軸として機能性セラミッ
クス材料，アパタイトなどの酸化物イオン導電
材料，非線形光学ガラス材料などの研究を行っ
ている。彼らの得意としているのはX線を用
いた無機構造解析であり，さまざまなX線回
折計を管理・運用し，グルノーブルにある放射
光施設（ESRF）での実験も定期的に行ってい
るという。また，逆モンテカルロ法によるシミ
ュレーションや無機構造の非線形分極について
の計算科学も活発で長年の実績があり，ロシア
の研究グループと連携して，非線形光学ガラス
材料の感受率の計算予測を行っている（写真
３）。ガラスについては，酸化テルル系の材料に
一早く着目し，物理学者，材料学者，化学者，
計算科学者の混成チームで興味深い研究成果を
発表している。リモージュという土地柄が特に
ガラスとの結びつきが強いわけではないが，Ｘ
線結晶学の基盤があったこと，また，西に位置
するボルドー大学のグループ（ここにもCNRS
の研究所 ICMCB等があり，筆者もリモージュ
の友人の出張に同行させていただいたことがあ
る）と連携することでガラス材料の研究を行う

素地が揃っていたことが好都合であった。聞く
ところによると，リモージュでのセラミックス
研究が始まるに際して（５０～６０年前になるそ
うであるが），ボルドーのCNRS研究所の一部
が移転したということで，特別な繋がりがある
ようである。先に述べたように，基礎科学に根
差した研究が彼らの強みであり，あっと驚くよ
うな斬新なアイディアを聞くことができる。フ
ランスという自然科学に造形の深い文化が育ま
れていると思う。例えば，テルル酸化合物
（TeO２など）というとテルル４価が普通である
が，ある結晶構造では６価になったり，また４
配位構造から６配位構造へとバリエーションが
高い物質である。このようなことは，一般の教
科書にはあまり記述がないものであるが，
SPCTS研究所は長年の研究から知見を有して
おり，数十年前にフランス語で書かれた論文と
して発表がされているものも多いと聞く。“温
故知新”，今でも通用する材料のアイディアが
満載であり，新鮮さが失われない。ここでま
た，１つ述べておきたいことがある。それはフ
ランス人の安全管理意識の高さである。化学物
質の厳重な管理が徹底されており，化学薬品は
合成室でしか扱わないことは勿論のことである
が，白衣は決して実験室以外では身に付けな
い，酸・塩基の処分，薬品のついた機具の取り
扱いも厳重である。研究室運営の見本として大
変参考になるものである。

写真３ SPCTS研究所の P．Thomas シニア研究員（第
３軸の主任研究員）と筆者（左）
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日本とフランス。東西のそれぞれの端に位置
する２つの国であるが，フランス人特有の合理
性，日本人特有の同調性（和の意識）と対照的
にとらえられるところもある一方，意外と人心
は共通しているものであり（「フランス人はフ
ランス語しかしゃべらない」と聞くことがあ
る。これはそのまま日本人は．．．に置き換えて
も成り立つのが興味深い），遠くて近い国なの

である。まだまだ興味が尽きることはない。
参考図書

・橘木俊詔「フランス産エリートはなぜ凄いのか」
中央公論新社２０１５年１０月
・柴田三千雄「フランス史１０講」岩波書店２００６
年５月
・イアン・F・マクニーリー／ライザ・ウルヴァー
トン「知はいかにして「再発見」されたか」日
経BP社２０１０年９月
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